
江

戸

時

代

の
暉

宗

/

　　　 　ゐ

巾

川

白

弦

江
戸
時
代
の
史
的
特
徴
を
三
つ
と
し
よ
う
。

一
、
思
想
面
で
は
、
合
理
的
思
考
形
態
の
登
展

二
、
経
濟
面
で
は
、
町
人
経
濟

の
登
達

三
、
政
治
面
で
は
、
中
央
集
権
的
封
建
制

の
確
立

わ
が
租
國

へ
の
灘
宗

の
貢
献
を
も
三
つ
と
し
よ
う
。

1

日
本
文
化

一
般

の
純
深
化
乃
至
登
展

へ
の
寄
與

H

特
に
國
民
精
紳
の
敏
化
作
興

へ
の
寄
與

皿

狭
義
の
護
國
的
事
業

へ
の
墾
與

我

々
の
考
察
は

一
を
ー

に
、

二
を
∬
に
、
三
を
皿

に
結

ぷ
こ
と
に
よ

つ
て
始
め
ら
れ
る
。

他

の
論
稿
と
重
複
す
る
方
面
、
例

へ
ば
日
本
文
化
の
暉

に
よ
る
深
化

の
問
題
、
は
省
略
す
る
。

幽

江
戸
時
代

の
輝
宗

(
一
)
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＼

江
戸
時
代
の
騨
宗

(
二
)

我
々
は
さ
き

に
灘
宗
勃
興
期
に
お
け
る
近
代
的
諸
要
素
の

一
つ

「
思
辮
の
明
快
性
」
と
、
灘
宗
の
性
格
と

の
適
鷹

性

に

つ
い
て
教

へ
ら
れ
た
が

(
暉
研
、
前
號

)、

同
檬
め
消
息
は
江
戸
時
代

に
お
い
て
も
別

の
形

で
存
在
し
た
。

近
代
交
化
は
特

に
技
術

の
文
化
で
あ
り
、
技
術
文
化
の
福
軸
は
技
術
的
知
性
、
し
た
が

つ
て
合
理
的
精
紳

で
あ

る

鎌
倉
、
室
町
時
代

に
現
れ
た
合
理
的
傾
向
は
、
江
戸
時
代

に
お
い
て
そ
の
鎖
國
的
制
約

に
も
拘
ら
す
磯
展
し
た
。

.、
の
時
代
の
暴

知
馨

は
、
響

期
暴

の
嚢

的
諸
傾
向
に
よ
つ
て
、
加
持
纏

的
佛
敏
の
嘩

禁

皇

鷹
放
た
れ
る
と
同
時

に
、
・併
し
別
の
信
仰
ー
鎌
倉
期
以
來
支
配
的
と
な

つ
た
地
獄
極
樂
的
世
界
像

に
提

へ
ら
れ
る
に

至

つ
た
。
職
宗

で
す
ら
末
流
者
輩
は
そ
の
影
響

下
に
あ

っ
の
。

「
今

の
縄
は
愚
夫
愚
婦

の
よ
ら
ん
こ
と
を
欲
し
て
妙

を
云
ふ
。
是
れ
利
心
な
り
。
租
師

の
傳
來

に
背
け
り
。」
(
集
義
和
書
、
雀
十

一
)

し
か
し
租
師
輝

の
復
興
と
共

に
事
情

は

一
愛
し
た
。

.

'

「
只
千
萬
疑
ひ
給
ふ
べ
か
ら
す
、
見
性
の
外
に
成
佛
な
く
、
見
性

の
外

に
浮
土
な
き
こ
と
を
。
」
(
自
隠
、
遠
羅
天

釜
)「

天
堂
地
獄
、
繊
土
澤
刹
を
化
出
し
、
三
途
六
趣
を
現
成
す
る
こ
と
は
、
皆
是
れ
彼

(
無
明
)
が
力

に
依
れ
り
。

夢
幻
塞
華

の
細
念
な
れ
ど
も
見
性

の
大
事
を
妨
ぐ
る
こ
と
は
、
百
千
の
魔
軍

に
も
超
え
た
り
。
」
(
同
上
)

、か
く
て
灘
宗
は

こ
の
時
代

の
合
理
的
経
験
圭
義
的
傾
向
の
展
開
と
相
僕

つ
て
、
日
本
文
化

の
中
世
的
蒙
昧
か
ら
近

代
飼
明
快

へ
の
推
進
力
と
な

つ
た
。
排
佛
の
儒
者
、
蕃
山
で
す
ら
こ
の
消
息
を
認
め
て
ゐ
る
。

「
近
年
文
明

に
從
ひ
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て
地
獄
極
樂
等
の
詮
を
信
す
る
こ
と
薄

し
ひ
是
れ
よ
り
以
後
嫁
愈
々
ざ
あ

る
べ
し
。
隙
宗
は
ひ
つ
か
し
き
享
な
く
易

簡

に
敷

へ
て
、
し
か
も
悟
と
て
さ
の
み
後
世
の
地
獄
に
か

～
は
ら
ず
。
是
れ
文
明

の
時
に
毒

へ
り
。
L
(
集
義
和
書
、

霧

+

一
)

.・

、

、

、

、

,

、

、

、

、

興
暉
護
國
的
宗
敷

の
明
快
性
は
、
さ
き
に
鎮
護
國
家
的
宗
教
の
怪
奇
を
破
り
1

「
灘
宗
を
信
じ
給

へ
る
人

の
、
さ

せ
る
天
下
の
大
事

に
も
あ
ら
沁
事

に
、
職
院

へ
御
所
り
せ
よ
と
仰

せ
ら
る

、
こ
と
は
、
灘
法
破
滅
の
因
縁
な
り
。」
(

夢
窓
、
夢
中
問
答
集

)
ー

い
ま
地
獄
極
樂
的
世
界
像

の
蒙
昧
を
啓
く
こ
と

に
な

つ
た
。

暉
宗

に
績

い
て
こ
の
啓
蒙
を
果
し
た
も
の
は
儒
學

で
あ

る
。

こ
れ
は
元
來
封
建
的
官
僚

の
學
で
あ
る
。
中
央
集
椹

を
礎
立
し
た
統
治

者
が
必
要
ど
し
た
も
の
は
、

こ
の

「
治
國
李
天
下
」

の
術

で
あ

つ
た
。

「
家
康
老
後
儒
備

ヲ
壕

ビ

渥
窩
、
道
春

ヲ
引

テ
治
道

ヲ
諮
詞

シ
、
學
校

ヲ
伏
見

二
建

テ
、
僧
三
要

ヲ
敏
員
ト

ス
。
是

二
於

テ
武
家

ノ
藤
學

一
憂

シ
テ
宋

ノ
性
理
學

二
移

レ
リ
。
」
(
國
史
眼
、
巻
五
㌦
。

儒
教
が
も

つ
合
理
的
経
鹸
的
性
格
は
、
當
時
の
近
代
的
趨
勢

を
助
長
し
た
。
か
や
う
な
儒
學
が
夙
に
暉
信
に
よ

つ
て
紹
介

せ
ら
れ
た
の
も
偶
然

で
は
な
か
つ
た
。
「
理
氣
差
別
論
」

(
澤
庵
)
は
こ
の
方
面
の
範
例
で
あ

る
。
こ
れ
は
宋
儒
的
範
疇

に
よ
る
自
然
哲
學
で
、
當
時
の
學
問
的
世
界
観

の
水
準

を
示
し
た
。
儒
學
は
そ
の
後
、
灘
院
を
離
れ
て
濁
立

に
登
展
し
排
佛
論

さ

へ
生
む

に
至
つ
た
が
、
儒
敏
的
世
界
像
の

蒙
昧
は
さ
ら

に
洋
學
の
移
植
に
つ
れ
て
克
服
せ
ら
れ
た
。

二

(
上
)

江
戸
時
代
の
輝
虚ホ

(
三
)
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江
戸
時
代

の
輝
宗

(
四
)

　

　

こ
の
時
代
を
特
徴
づ
け

る

一
事
象
は
町
人
の
擾
頭

で
あ
る
。
町
入
文
化
を
貫
ぬ
く
心
的
椹
軸
は
個
人
的

「
利
」

の

観
念

で
あ
る
。

「
俗
構
筋
目
に
も
構
は
す
、
唯
だ
金
銀
が
町
人
の
氏
系
圖
ぞ
か
し
。
」
(
井
原
西
鶴
、
永
代
藏
)

「
尊
卑
は
只
貧
と
富
と

に
定
ま
り
、
貴
賎

の
順
序
相
違
し
た
る
こ
と
言
語
道
断
な
り
。」
(
佐
藤
,信
淵
、
世
事
見
聞

録
)町

人
文
化
は

一
切
を
商
品
化
す

る
。
精
紳

の
純
潔
、
人
格
の
奪
嚴
も

「
町
人
根
性
」

の
前

に
は
ひ
と

つ
の
商
品

で

あ

る
。

「
利
潤
」

の
観
念
が
禰
漫
し
た
。
日
本
精
神
の
純
潔
は
急
速
に
蝕
ば
ま
れ
た
。
此
の
精
紳

の

一
本
質

「
清
廉

㍉

潔
白
」
も
こ
の
時
流

に
混
濁
し
、
世
は
墨
げ
て
金
銀
の
光
に
眩
惑

せ
ん
と
も
た
。

「
役
人
は
心
中
無
念
な
ら
め
、
し
か
れ
ど
も
圭
君
の
爲
め
な
れ
ば
武
士
道
も
捨
て
、
町
人
の
太
鼓
持
を
す
る
こ
と

～
は
な
れ
り
。
」
(
松
屋
筆
記
、
第

一
)

「
近
來
風
儀
悪
し
き
諸
侯
方

の
重
役
を
見
る
に

(
中
賂
)
銀
圭
に
逢
ふ
を
王
侯
貴
人
の
如
く
に
存
じ
、
其
手
代
な

ど
の
鼻
息
を
伺
ひ
て
談
び
笑
ふ
の
醜
態
、
實

に
悲
し
む

べ
き

に
あ
ま
り
あ
り
。」
(
新
宮
涼
庭
、
破
れ
家
の

つ
ゴ
く
り

話
)町

人
層
の
進
出
は
、
封
建
的
悪
の
没
落
を
語

る
と
共
に
、
近
代
的
悪
の
展
開
を
告
げ
た
。
灘
僧
た
ち

の
化
縁
が

「

生
死
し

の
澗
題
か
ら

「
名
利
」

の
問
題

に
移

つ
た
¢
は
、
歴
史
納

11
敏
化
的
必
然
で
あ

つ
た
。
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「
塵
務

の
上
。
世
波
の
間

に
於

て
、
彼

の
黄
金
を
遺
落
し
た
り
し
人
の
如
く
、
專

一
に
究
明
し
た
ら
ん
に
は
、
誰

が
敷
喜
の
眉
を
開
か
ざ
ら
ん
や
。」
(
臼
隠
、
遠
羅

天
釜
)

「
但
利
を
貧
り
名
を
貧

つ
て
、
道
を
忘
れ
身
を
忘
れ
、
渦
災
を
し

て
百
出
せ
し
む
る
者
は
、
腐
敗
枯
朽

の
甚
だ
し

き
、
皮

下
に
血
あ

る
底
の
す
る
所
に
非

る
な
う
。
」
(
卍
山
法
語
)

4

「
縦
ひ
汝
萬
戸
侯
の
富
貴
を
得
る
も
黄
梁

一
炊
孚
熟

の
夢
。
」
(
自
陰
、
辻
談
義
)

「
名
利
人
を
醇

は
す

こ
と
酒
よ
り
も
濃
、
百
年
畳
え
す
夕
陽
の
低
き
を
。」
(
猫
巷
)

「
況
ん
や
閑

名
津
利
を
見
る
こ
と
夢
幻
塞
華
の
如
し
。
何
ぞ
把
捉
を
勢
せ
ん
。
」
(
卍
山
法
語
)

　

　

町
人
文
化
の
登
展
を
語

る

一
示
標
は
贅
澤
で
あ
る
。

「
實

に
や
君
が
代

の
有
難
き
事
は
、
町
入
と
て
も
金
銀
次
第

に
て
御
大
名
よ
り
先
に
初
肴
を
賞
翫
仕
る
。
」
(
西
鶴

全
集
、
下
)

「
其
酒

日
を
追
ふ
て
責
る

～
故
、
馬
の
背

に
て
も
及
び
が
た
く
、
終

に
東
海
道
を
何
十
萬
樽
と
云
ふ
に
至
り
て
、

船

に
て
入
津
す
る
こ
と
、
今
日
に
盛
な
り
と
云
ふ
。
」
(
落
穗
集
)

日
本
精
紳

の

一
特
質

に

「
簡
素
性
」
を
基
げ

る
と
す
れ
ば
、
町
人
文
化
の
欄
熟
を
前

に
國
民
精
神
を
そ
の
頽
磨

か

ら
呼
び
醒
し
活
を
與

へ
た
も
の
は
、
幕
末
の
志
士
運
動
に
通
す

る
武

士
道
精
紳
で
あ
り
、
叉
こ
れ
と
の
不
断
の
接
燭

江
戸
時
代
の
一輝
宗

(
資
)
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江
戸
時
代
の
暉
宗

(
六
)

に
お
い
て
、
そ
し
て

一
般
民
衆

へ
の
教
化
に
お
い
て
、
枯
淡
剛
健
の
風
を
作
興
し
た
麗
的
生
活
者
た
ち
で
あ

つ
た
。

な
ほ
澤
庵
麗
師

の

「
不
動
紳
智
妙
録
」

は
、
劒
灘

一
如
観

の
古
典
と
目

せ
ら
れ
る
。

二

(
下
)

◎

封
建
制
は
安
定
し
た
。
世
は
泰
雫
で
あ
る
。
卒
時

の
治
者
が
必
要
と
し
た
も
の
は
、
生
死
得
脱
の
修
練
よ
り
も
和

}牛
保
持
の
た
め
の
教
化
で
あ

っ
た
。

こ
の
場
合
、
敏
化
の
中
心
概
念
は

「
忠
義
」
、
「
奉
公
」

お
よ
び

「
名
分
」

で
な

け
れ
ば
な
ら
な
か

つ
た
。
注
目
す

べ
き
こ
と
は
、
武
士
の
間
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
こ
れ
ら
の
観
念
が
、

い
ま
や

一
般
庶

民

の
間
、
親
方
と
徒
弟
、
圭
人
と
番
頭
、
手
代
、
君
使
の
間
柄

に
ま

で
適
用
普
及
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
つ
幕
府
が
範
を
垂
れ
た
。
徳
川
氏
の
祀
を
新
田
氏
に
定
め
、
穀
を
伊
勢

に
奉
じ
、
敬
神

の
典
を
興
し
、
内
裏
を

つ
ね

修
復
、
禁
裡
、
親
王
、
公
卿
の
所
領
を
増
加
し
た
。

「
將
軍
外
交

ノ
書

ハ
例

二
げ
本
國
源
某
ト
署

ス
。
秀
忠

ノ
時
、

封
馬
藩
朝
鮮

二
與

フ
書

二
日
本
國
王
ト
署

セ
ン
ト
請

フ
。
允
サ
ズ
。
藩
臣
柳
川
調
興
私

二
王

ノ
崇

ヲ
加

フ
。
事
畳

ハ

〆
。
家
光
自

ラ
訊
鞠

シ
、
調
興
ヲ
流

二
慮

ス
。
其
後
家
宣

二
至
り
、
新
井
君
美

ノ
詮

ヲ
用

ヒ
、
日
本
國
王
ト
署

シ
タ

レ
ド
モ
、
吉
宗

叉
奮
例

二
復

ス
。
」
(
國
史
眼
、
巻
六
)
ま
た
嫡
子
相
績
の
風
を
固
め
且

つ
不
孝
の
子
を
嚴
罰
し
た
。

儀
禮
、
名
分

の
礎
立
を

本
領

と
す
る
儒
教

の
倫
理
が
こ
の
際

張
力
な
支
柱
と
な

つ
た
。
儒
教
と
不
可
分

の
因
縁

に
あ

つ
た
當
時

の
灘
僧
が
、
こ
れ
を
振
取
し
て
忠
義
道
徳
の
高
揚
、
家
族
制

の
護
持
に
努

め
た
こ
と
は
當
然

で
あ

つ
た
。

「
大
凡
人
の
臣
た
る
の
道
は
、
圭
君
の
飯
を
喫
し
て
圭
君
の
衣
を
纒
ひ
、
圭
君
の
…帯
を
結
ん
で
圭
君
の
刀
を
帯

ぶ
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水
も
亦
他
慮
よ
り
憺
ひ
來
る
に
非

す
。
耕

さ
す
し

て
食
ひ
織
ら
す
し
て
纒

ふ
。
.身
膿
手
足
髪
毛
爪
歯
、
総
て
是
れ
君

恩
の
所
成
な
り
。
」
(
自
隈
…、
遠
羅
天
釜
)

「
士
は
智
仁
勇

を
兼
ね
備

へ
、
翁
略
並

べ
全

う

し

て

王
位
を
鎭
護
し
逆
徒
を
從

へ
、
天
下
を
泰
山
の
安
き
に
置

き
、
君
を
尭
舜

の
君
に
し
、
臣
を
尭
舜
の
臣
に
し
、
曝
ら
ざ
れ
ど
も
民
斧
鍼
よ
り
も
畏
る
。
尤
も
嚴
重
な

る
を
重
し

と
す
。」
(
同
書
)

「
忠
孝

の
行
そ
む
か
す
、
仁
義
を
心
に
か
け
、
家
職
を
守

つ
て
命
を
か
ろ
ん
レ
、
名
を
萬
代

に
の
こ
さ
ん
こ
と
を

本
意
と
す
。」
(
鈴
木
正
三
、
盲
安
杖
)

「
古
皇
は
孝
を
以
て
天
下
を
治
む
。
量
當
然
な
ら
ざ
ら
ん
や
。

一
切
道

に
合

ふ
、
皆
是
孝
也
。

一
切
道
に
合

は
ざ

る
、
皆
是
不
孝
也
。

一
事
と
し
て
孝
外
に
無
し
。
」
(
澤
庵
、
東
海
夜
話
)

被
治
者
の
側
の
忠
義
道
徳
は
治
者
の
側

の

「
仁
政
」

に
よ
つ
て
、
そ
の
内
面
性
自
登
性
を
確
保

せ
ら

る
べ
き
で
あ

つ
た
。
し
か
る
に
治
者
た
ち
は

「
東
照
宮
様
上
意
」

に
よ
る

「
百
姓
共
は
死
な

ぬ
檬

に
生
き
ぬ
様

に
と
合
黙
致
し
牧

納
申
付
」

に
鯨
念
が
な
か

つ
た
Q

「
古
來
の
聖
経
賢
典

を
披
覧
す
る
に
、
盤

く
み
な
王
道
を
以

て
第

一
と
説
き

お
か
せ
給
ふ
。
王
道
は
何
を
以
て
か

主
意
と
し
給

ふ
ぞ
と
な
ら
ば
、
第

】
に
仁
澤
を
施
し
萬
民
を
憐
み
救
ひ
國
家
を
治
む
る
よ
り
外
他
事
な
し
。
今

の
世

に
當

つ
て
、
仁
澤
を
施
し
萬
民
を
憐
み
救
ひ
た
ま
は
ん
と
な
ら
ば
.
僑
馨
を
禁
じ
費
を
制
し
、
近
頃
庫
し
悪
き
事
な

江
戸
時
代

の
騨
宗

(
七
)
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江
戸
時
代
の
暉
宗

、

(
八
)

が
ら
、
椒
房
の
人
を
減
少
し
、
萬
事
を
省
略
し
給

ふ
よ
り
外
、
別
の
手
段
あ
る
べ
か
ら
す
。L
(
自
隙
、
邊
鄙
以
知
吾
)

「
千
萬
種
の
人
種
あ
れ
ど
も
、
農
民

の
膏
油
を
舐
り
て
立
た
ざ
る
者
は
牛
箇
も
ま
た
な
し
。
楚

に
知
る
、
民

は
國

家
の
大
本
な
る
事
を
。
是

の
故

に
豊
聰
王
子

(
聖
徳
太
子
)
の
如
き
は
、
百
姓
を
百
の
御
寳
と
よ
ば
せ
給
ひ
け
る
こ

そ
有
難
け
れ
。
然

る
に
是
れ
を
貧
り
、
是
れ
を
苦

し
め
、
是

れ
を
な
や
ま
し
、
提
れ
を
害

せ
ば

(
中
略
)
武
運
も
蓋

き
果

て
、
國
脈

必
す
断
絶
せ
ん
。
仔
細
に
見
來
れ
ば
、
蓋

く
是
れ
酷
吏

の
貧
残
よ
り
起

つ
て
、
倫
臣
の
邪
計
よ
り
生

る
。
悲
む
べ
し
列
國
の
諸
侯
の
諸
方
の
君
子
、
夢

に
も
是
れ
を
知
り
給
は
す
、
常

に
自
ら
謂

へ
ら
く
、
國
泰
民
安
、

塞

に
延
喜
天
暦
の
御
代

に
も
劣
ら
命
と
。
嵯
危

い
か
な
。
」
(
同
書
)

r

三

し
か
し
こ
の
時
代
の
忠
義
観
念
は
、
顯
著
な
制
限
を
も

つ
て
ゐ
た
。
緑
を
賜
ふ
も
の
は
自
分

の
圭
君
で
あ
り
、
武

士
は
そ
の
依
属
威
を
直
接
禁
裡

に
つ
な
ぐ
こ
と
が
な
か
つ
た
。
諸
藩
は

一
鷹
猫
立
國
家
的
性
質
を
も
ち
、
庶
民
も
亦

藩
主
的
土
地
人
民
の
意
識
に
立

つ
て
ゐ
た
。
禁
裡

へ
の
忠
勤

は
言
は

ゴ
幕
府
の
所
管

で
あ
り
、
幾

多
の
階
層
か
ら
成

る
忠
義
道
徳
の
全
膿
系
を
提
げ
て
、
徳
川
氏
自
ら
が
實
践
す
べ
き
も
の
か
に
見
え
た
。
徳
川
氏
が
屡

々
外
戚
關
係
を

構

へ
て
禁
裡

へ
の
接
近
を
圖
つ
た
の
も
、
こ
の
清
息

の

一
歩
前
進
で
あ

つ
た
。

忠
義
観

念
は
す

で
に
庶
民

の
雇
傭
的
關
係

に
ま

で
籏
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
観
念
を
構
成
す

る
基
本
的
項
は
依

然
と
し
て
君
臣
癒
あ
り
、
君
臣
關
係
の
眞
髄

は
、
し
か
る
に
、
禁
裡
封
萬
民
の
關
係
た
る
べ
き

で
あ

つ
た
。
こ

、
に

＼
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忠
義
道
徳
に
お
け
る
既
述
の
制
限
が
破
ら
れ
る
契
機
が
潜
ん
で
ゐ
九
。
こ
の
契
機
を
呼
び

醒
し
た
も
の
は
、
實

に
幕

府
自
身

の
提
唱
に
か

、
る
忠
義
、
奉

公
、
名
分
的
観
念
の
徹
底
、
王
道

・
覇
道
的
識
別
戚

の
透
徹
で
あ
り
、
ま
た
幕

末

に
か
け
て
の
國
内
H
國
際
的
情
勢
の
急
轄
回
で
あ

つ
た
。

お
よ
そ
封
建
的
遣
徳

の
根
幹
は
、
洋

の
東
西
を
周

は
す

「
忠
誠
」

の
観
念

で
あ
る
が
、
こ
れ
が
西
洋

に
お
い
て
は
デ

モ
ク
ラ

シ
ー
に
揚
棄

せ
ら
れ
、
わ
が
國
で
は
勤
王
倒
幕

の
運
動

に
純
化
す
る
と
共
に
、
こ
の
輩

一
化

の
過
程
に
近
代
的
自
畳
が
登
動
し
合
流
し
た
。

・

.

の

公
家
の
勃
興
、
京
都
と
地
方
と
の
直
接
の
聯
繋
は
、
か
ね
て
幕
府

の
警
戒
す
る
と
こ
ろ
で
あ

つ
た
。

「
禁
中
並
公

家
諸
法
度
。」
(
元
和
元
年
)
は
こ
の
關
心
の

一
表
示
で
あ
る
。
こ
の
法
令
で
目
立
つ
こ
と
は
、
禁
裡
公
家

の
品
格
保

持

の
た
め
の
古
道
詩
歌

へ
の
專
念
、
從

つ
て
武
藝
か
ら
の
疎
隔
を
奨
め
て
ゐ
δ
こ
と
、
公
家
佛
教

に
お
け
る
禁
裡
と

佛
教
と
の
直
接
の
交
渉
を
制
塵
す
る
紫

衣
規
定
を
含
む
こ
と
で
あ
る
。
か
く
て
徳
川
氏

の

「
忠
勤
」
は
微
妙
で
あ

つ

た
。紫

衣
法
度
は
後

に

「
紫

衣
事
件
」
と
し
て
爆
螢
し
、
諸
山
職
僧

の
出
世
停
止
、
四
僧

の
調
流
、
御
水
尾
帝

の
御
譲

位
等

の
不
鮮
事
を
招
き
、
朝
幕
關
係
が
急
速

に
悪
化
す
る
素
因
と
な

つ
た
。

(
妙
心
寺
六
百
年
史
墾
照
)
。

こ
の
報

難

の
時
代
に
、
能

く
法
燈
を
顯
揚
し
王
法
の
護
持
に
つ
と
め
た
も
の
は
南
化
、
春
屋
、
愚
堂
、

一
糸
、
澤
庵

の
諸
灘

師

で
あ

り
、
就
中

一
糸
國
師
は
近
世
勤
王
信

の
先
騙
者
と
目
せ
ら
れ

る
。
若
し
日
本
精
紳
の
登
揚

に
關
し
て
、
思
想

方
面

の
先
導
と
し
て
鎌
倉
期

の
虎
關
師
錬
職

師
を
基
げ

る
な
ら
ば
、
實
践
方
面

に
お

い
て
江
戸
初
期

の

一
糸
國
師
を

江
戸
時
代

の
騨
宗

(九
)
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汀
F戸
曲門代
の
㎜陣
ウ示

(
一
α
)

墨

げ

得

る

で
あ

ら

う
。
幕
末

の
勤

王
偲

、
鼎
州

、
柏
州

、

天
章

の
諸
職

師

も
ま

た
銘

記

せ
ら

る

べ
き

で
あ

る
。

灘

は

「
無
所
得
」

の
宗
敏

と
云
は

れ
る
。

「
到

得
踊

來

無
別
事
」

と

示

さ
れ

て
ゐ
る
。

さ
う

で
あ

る
以

上

、
日
本

り

の

人
た
る
灘
者
が
そ
の
實
践

に
お
い
て
日
本
精
神

の
純
化
興
揚
に
寄
輿
す

る
こ
と
は
、
民
族
的
11
敏
法
的
必
然
だ
と

い

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

…

兵

法

心

持

の

事

兵
法
の
道
に
於
て
心
の
持
や
う
は
、
常
の
心
に
替
る
事
な
か
れ
、
常
に
も
兵
法
の
時
に
も
少
し
も
替

ら
す

し
て
、
心
を
廣
く
直
に
し
て
、
き
つ
く
い
つ
ば
ら
す
、
少
し
も
た
る
ま
す
、
か
の
片
寄
娠
ぬ
や
う
に
心
を
眞

中
に
置
い
て
、
心
を
静
か
に
ゆ
る
が
せ
て
、
其
ゆ
る
ぎ
の
刹
那
を
ゆ
る
ぎ
や
ま
ぬ
や
う
に
、
能

々
吟
味

す
べ

し
、
静
な
る
時
も
心
は
し
づ
ま
ら
す
,
何
と
は
や
き
時
も
心
は
少
し
も
は
や
か
享

、
心
繕

場

れ
す
、

腿

は
心

に

つ
れ

す

、

心

に
用

心

し

て
身

に

は
用

心

せ
す

、

心

の
九

ら

ぬ
事

な

く
し

て
心

を

少

し

も

あ

ま

ら

せ

す

、

上

の

心

は

よ

わ

く
と

も
底

の

心

を

つ
よ

く

、

心

を

人

に

見

分

ら

れ

ざ

る

や

う

に

し

て

、

小
身

成

る

も

の

は

心

に
大

な

る

事

を

不
い淺

知

り

、

大

身

成

る
者

は

心

に
小

さ

き

事

を

能

く

知

り

て

、

心

を

大

身

も

小

身

も

直

に

し

て

、
我

身

の

ひ

い

き

を

せ
ざ

る

や

う

に
心

を
廣

く
持

つ
事

肝

要

也

。(
宮
本
武
藏

五
輪

の
書
水

の
巻

)

一帆 晒vw一～一～～～L
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